
汚泥処理技術において従来は不可能と思われていた低濃度汚泥の直接脱水方式を

確立。日本各地の下水処理場建設コストの大幅削減に貢献。低濃度汚泥の直接脱
水技術は、日本の小規模下水道事業のスタンダードとなっている。

下水道に技術革新の風

生物反応槽から低濃度汚泥を直接脱水するという技術を世界で初めて実証し、小規模下水
道に技術革新をもたらした。この技術の普及により、従来は汚泥処理に必要と考えられてき
た汚泥濃縮槽・汚泥貯留槽が必要無くなり、建設イニシャルコストの大幅削減を実現。セル
フクリーニング機構の採用により、目詰まり防止のための洗浄水が従来品の200分の１に。
近年では この技術が小規模下水道計画のスタンダ ドとなっている
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近年では、この技術が小規模下水道計画のスタンダードとなっている。

高い環境性能

ヴァルート脱水機はシンプルな構造のため、従来品と比較して洗浄水使用量・電力使用量
を大幅に削減。そのためCO2排出量も圧倒的に少なく、高い環境性能を誇っている。

海外での販売実績が拡大

ヴァルート脱水機は海外でも高い評価を受けており、3３カ国150ヶ所で稼働中。様々な
国で様々な対象物の処理が可能であると高く評価されている。今後も海外市場への積極展開
を推し進める。
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